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市
政
の
動
車
@
6
月
市
議
会
定
例
会

一
般
会
計
に

一
意
一
千
五
百
又
十
又
万
七
千
司
を
品
切

一
f
一
「
「
ヨ

E
ノ
1
「

ノ

7
4
4
F司
宅
主
力

の
総
額
に
一
億
一
千
五
百
八
十
八
万
七

千
円
を
追
加
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
総
額
を

八
十
五
億
二
千
三
百
三
十
八
万
七
千
円

と
す
る
も
の
で
そ
の
主
な
内
容
は
、

民
生
費
で
は
、

国
民
健
康
保
険
事
業

会
計
へ
の
繰
出
金
と
し
て
三
千
三
百
万

円
と
、
青
島
保
育
園
環
境
整
備
事
業
費

八
百
二
十
四
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

農
林
水
産
業
費
で
は
、

果
樹
天
災
資

金
借
入
金
利
子
補
給
の
た
め
百
四
十
三

6
丹
市
議
会
定
例
会
は
、
6
月
8
日

に
招
集
さ
れ
、
問
日
終
了
し
ま
し
た
。

会
期
中
に
提
出
さ
れ
た
議
案
は
日
議

案
で
、
そ
れ
ぞ
れ
審
議
議
決
、
同
意
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
主
な
議
案

マ
日
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出

企6月市議会定例会

万
八
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

土
木
費
で
は
、
住
吉
大
光
寺
線
外
一

線
の
道
路
改
良
事
業
費
二
千
四
百
五
十

一
万
二
千
円
、
馬
出
町
友
道
線
の
街
路

事
業
費
が
国
の
追
加
認
承
と
な
っ
た
た

め
二
千
九
百
七
十
万
一
千
円
、
運
動
公

園
築
造
費
一
千
四
十
万
円
を
追
加
計
上

し
、
国
・県
の
認
承
減
と
な
っ
た
、
駅
西

地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
費
五
千
三
百

九
十
万
七
千
円
、
早
月
川
緑
地
公
園
事

業
費
八
百
三
十
万
円
を
、
そ
れ
ぞ
れ
減

額
し
ま
し
た
。

教
育
費
で
は
、

豪
雪
に
よ
る
被
害
の

補
修
費
等
を
計
上
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
財
源
は
、
分
担
金
、
国

・

県
支
出
金
、
寄
付
金
、
繰
越
金
、
諸
収

入
を
充
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
何
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

マ
市
条
例
に
お
け
る
用
語
の
改
善
の
た

め
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
設
定
に

つ
い
て

マ
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
設
定
に
つ
い
て

マ
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
設
定
に
つ
い
て

マ
市
営
住
宅
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

マ
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
設
定
に
つ
い
て

マ
農
業
共
済
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
設
定
に
つ
い
て

マ
都
市
計
画
魚
津
駅
前
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
施
行
規
程
を
廃
止
す
る
条

例
の
設
定
に
つ
い
て

マ
魚
津
港
北
地
区
内
の
公
有
水
面
埋
立

て
に
よ
り
あ
ら
た
に
生
じ
た
土
地
の

確
認
に
つ
い
て

マ
農
業
共
済
事
業
損
害
評
価
会
委
員
の

選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

マ
日
年
度
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に

つ
い
て

マ
財
団
法
人
魚
津
市
開
発
公
社
事
業
計

画
書
及
び
決
算
書
類
の
提
出
に
つ
い

て

事
発
注
状
況

リ
初
日
現
在
で
、
J

m

上
九
千
万
円
未

一

口
と
お
り
で
す
。

」

叩
橋
梁

“口
U

4

百
三

一日

i

口
増
改

ム事山日一十
万

占
業
側

山日

i

臥
工
事

山日
A

百
六

崎
組ロu

t】

口
u百

三
口
u
t
j

口
u百
五

ロu
t
}

(2) 

市
議
会
臨
時
会

市
議
会
臨
時
会
は
、
5
月
初
日
に
聞

か
れ
、
次
の
議
案
が
議
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
V
議
決
さ
れ
た
議
案

・
市
立
東
部
中
学
校
校
舎
増
改
築
工

事
請
負
契
約
に
つ
い
て

契
約
金
額
二
億
九
百
八
十
万
円

契
約
相
手
先
魚
津
市
港
町
7
番
8

号
制
側
関
口
組

完
成
予
定
日
年
ロ
月
初
日

-
市
立
西
部
中
学
校
校
舎
増
改
築
工

事
請
負
契
約
に
つ
い
て

契
約
金
額
二
億
三
千
九
十
万
円

契
約
相
手
方
魚
津
市
大
光
寺
町
2

5
1
1
番
地

千
田

建
設
株
式
会
社

完
成
予
定
日
州
年
ロ
月
初
日

-
大
町
公
民
館
新
築
工
事
請
負
契
約

に
つ
い
て

契
約
金
額
一
億
四
千
九
百
三
十
万
円

契
約
相
手
方
魚
津
市
大
光
寺
町
2

5
1
1
番

地

千

田

建
設
株
式
会
社

同
年
ロ
月
初
日

完
成
予
定
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市農業委員会

委員の選挙

期日は7月17日(金)

市
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員

の
任
期
が
、
7
月
日
日
に
満
了
す
る
の

で
、
こ
の
一
般
選
挙
が
公
職
選
挙
法
に

基
づ
き
、

7
月
げ
日
に
全
国
統
一
し
て

行
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
か
ら
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

日
程
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
選
挙
の
日
程

O
選
挙
の
告
示
日

7
月
7
日

ω

O
立
候
補
の
届
出
期
間

7
月
7
日
か
ら
7
月
8
日
ま
で
2
日

間
(
午
前
8
時
初
分
か
ら
午
後
5
時

ま
で
)

O
立
候
補
届
の
受
付
場
所

魚
津
市
釈
迦
堂
一
丁
目
印
番
1
号

魚
津
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

O
選
挙
の
期
日

7
月
げ
日
幽

マ
選
挙
区
と
そ
の
区
域

第
1
選
挙
区
旧
魚
津
町
、
下
中
島

村
、
下
野
方
村
、
上

野
方
村
の
区
域

第
2
選
挙
区
旧
上
中
島
村
、
松
倉

村
の
区
域

第
3
選
挙
区
旧
片
貝
谷
村
、
加
積

村
、
道
下
村
の
区
域

第
4
選
挙
区
旧
天
神
村
、
西
布
施

村
、
経
団
村
の
区
域

マ
選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数

第
1
選
挙
区

3
名

第
2
選
挙
区

3
名

第
3
選
挙
区

4
名

第
4
選
挙
区

4
名
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魚津民謡教室

代表 浜田長蔵

私だちの民謡教室は、自月第T

第2火曜日に市民研修センターで、
午後7時30分から9時まで開いてい
ます。

民謡のあれこれについての話しあ

いや楽しい叡の練習と和気あいあい

のうちに時間のたつのも忘れて活動

しています。

全員ガ三昧線の伴奏に合わせて、

力一杯花笠音頭やこきりこ節、津軽

甚旬、ソーラン節等の発声練習に、

まだ、独唱では合唱の時と違って、

みんな真剣そのもの、なかなか思う

ようにいかないガ、叡の上手、下手

は別として、各自ガ叡に対しての理

解も深まり自信も次第に沸いてくる。

仕事や職場のことも、イヤなことも

忘れて、腹の底力ら大きな声を出し、

民謡を通してよき仲間をつくろうと

学級長の奥平さんを中山にこれから

r も u仲良くガンバロつれを合言葉に

;はりきっている。

マ
投
票
の
時
間

午
前
7
時
か
ら
午
後
6
時
ま
で
、

た
だ
し
、
松
倉
第
l
投
票
所
は
、
午

前
7
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

マ
投
票
で
き
る
方

叩
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
、

耕
作
業
務
を
営
み
、
年
齢
初
歳
以
上

の
方
で
、
本
年
1
月
1
日
現
在
で
調

整
し
た
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
。

O
選
挙
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

魚
津
市
選
挙
管
理
委
員
会

宮
内
線
2
0
9
番
へ
ど
う
ぞ
。

魚
津
都
市
計
画
事
業
魚
津
駅
西
地
区

土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員
選
挙
の
、

立
候
補
受
付
け
を
5
月
初
日
か
ら
6
月

4
日
ま
で
行
い
ま
し
た
が
、
立
候
補
届

け
出
が
定
数
を
超
え
な
か
っ
た
の
で
、

無
競
争
と
な
り
次
の
方
が
当
選
さ
れ
ま

し
た
。
又
、
市
長
が
選
任
す
る
学
識
経

験
を
有
す
る
委
員
に
は
、
次
の
方
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

マ
宅
地
所
有
者
か
ら
選
ば
れ
た
委
員

加
藤
重
政
本
新
9

4

(
届
出
順
)

加
藤
庄
一
本
新
町
3
0
3

虎

谷

保

本

新

3
3
1

吉
崎
武
夫
本
新
1
7
5

大
崎
信
一
北
鬼
江
1
6
2
2

経
由
幼
稚
園
竣
エ

昨
年
日
月
に
着
工
し
た
経
団
幼

稚
園
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、

6
月

6
日
に
竣
工
式
を
行
い
ま
し
た
。

同
幼
稚
園
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
り
二
階
建
四
四
六
平
方
メ

ー
ト
ル
で
近
代
的
な
建
物
で
優
れ

た
環
境
に
め
ぐ
ま
れ
て
い
ま
す
。

総
工
事
費
は
、
七
千
二
百
九
十
万

円
で
保
育
室
、
遊
戯
室
等
ゆ
と
り

あ
る
広
さ
が
碓
保
さ
れ
て
お
り
、

園
児
の
伸
び
や
か
な
成
長
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

古
川
清
末
北
鬼
江
2
4
6
6

川
上
芳
松
北
鬼
江
1
7
3
6‘

マ
借
地
権
者
か
ら
選
ば
れ
た
委
員

大
崎
甚
正
北
鬼
江
9
2
3

マ
学
識
経
験
を
有
す
る
者
か
ら
市
長
が

選
任
し
た
委
員

大
島
信
夫
釈
迦
堂
一
丁
目

7
l
ω

加
藤
信
政
本
新
8
0

(3) 
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四
万
六
千
円
、
県
単
土
地
改
良
事
業
H

五
百
一
万
五
千
円
、
指
定
踏
切
保
安
設

備
改
良
工
事
負
担
金
H
七
百
二
十
二
万

七
千
円
、
総
合
公
園
築
造
事
業
H

一
億

六
千
九
百
八
万
七
千
円
、
旧
水
族
館

・

旧
天
神
小
学
校
解
体
工
事
費
H
八
百
万

円
、
用
地
購
入
費
H
千
二
百
七
十
三
万

八
千
円
、
老
人
医
療
費
助
成
H
千
四
百

十
八
万
九
千
円
、
果
樹
施
設
等
被
害
特

別
対
策
事
業
日
七
百
四
十
万
八
千
円
、

水
田
利
用
再
編
対
策
推
進
事
業
H
千
七

市
の
財
政
事
情
が
ど
の
よ
う
な
状
態

に
な
っ
て
い
る
か
を
一
年
に
2
回
市
民

の
皆
さ
ん
に
、
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
年
度
の

一
般
会
計
当
初
予
算
は
、

八
十
三
億
八
千
五
百
五
十
万
円
で
、
昭

和
田
年
叩
月
か
ら
は
ω
年
3
月
ま
で
の
下

半
期
で
急
を
要
す
る
経
費
や
建
設
事
業

等
を
5
回
に
わ
た
っ
て
二
億
六
千
百
四

十
五
万
円
を
追
加
補
正
し
ま
し
た
。

さ
き
に
日
年
ロ
月
1
日
号
で
公
表
し

た
上
半
期
分
の
補
正
額
六
億
四
千
四
百

十
五
万
六
千
円
及
び
前
年
度
繰
越
明
許

費
千
六
十
六
万
五
千
円
を
加
え
る
と
九

十
三
億
百
七
十
七
万
一
千
円
に
な
り
ま

し
た
。

補
正
の
主
な
も
の

新
川
育
成
牧
場
負
担
金
H
五
百
二
十

4

司
青
島
保
育
園
園
舎

日園
予収収
入入

支支
出出
;斉割

% 

百
六
十
九
万
二
千
円
、
水
族
館
事
業
会

計
総
出
金
H
五
百
十
六
万
円
、
県
単
道

路
改
良
事
業
負
担
金
H
千
六
百
七
十
二

万
六
千
円
、
除
雪
対
策
費
H
九
千
八
百

五
十
五
万
八
千
円
、
そ
の
他
人
事
院
勧

告
に
よ
る
人
件
費
な
ど
が
増
額
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
馬
出
町
友
道
線
道
路
改
良
事

業
H
二
千
九
百
五
十
九
万
円
、
新
農
業

構
造
改
善
事
業
日
千
六
十
一
万
五
千
円
、

団
体
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
H
七
百
十

3月末における収支状況

二
万
八
千
円
、
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル

事
業
H
五
千
八
十
八
万
九
千
円
、
老
人

福
祉
施
設
入
所
者
措
置
費
H
三
千
二
百

九
十
七
万
二
千
円
、
青
島
保
育
園
増
改

築
事
業
H
千
四
百
五
十
万
一
千
円
、
埋

蔵
文
化
財
発
掘
調
査
費
H
千
百
四
十
二

万
七
千
円
、
公
共
災
害
復
旧
事
業
H
三

千
八
百
七
十
九
万
五
千
円
、
な
ど
が
減

額
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
3
月
末
現
在
の
各
執
行
状
況

は
、
次
表
の
と
お
り
で
す
。

(4) 

市民の市税負担状況
人口 49，972人
世帯数 13，108世帯
(昭和56年 3月31日現在〉

木材取引税、特別土
地保有税 511千円

入 湯税
9，000千円

軽自動車税

15，329千円

電気税
l f憲35，000千円

たばこ消費税

l f意63，000千円

画定資産税
l O億59，358千円

市民税
13憶02，179千円

万円 千円



昭利56年7月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

の状況

14憶07，192千円債

市債

育教

市債総額 52億24，830千円

住民l人当り負担額 104，555円

301意25，799千円省蔵大

市有財産の状況
jょ 士也 建 物
566，943m2 129，435m2 

接 マ 哩事項

有価証券その他 基 金
63，584千 円 425，571千 円

長重1 5'tZ量'グz 
¥ 

一時借入金の状況特別会計予算執行状況(3月末)

借入 済 借入先 1
並
日 入 期間

100，000，000
円
北陸 銀 行 55.10.1-55.12.10 

250，000.000 北陸銀行 55.12.5-56.3.5 

140，000，000 北陸銀行 55.12.27 -56 .1. 20 

240，000，000 北陸銀行 56.1.21-56.2.25 

400，000，000 北陸銀行 56.2.21-56.3.25 

750，000，000 北陸銀行 56.3.5-56.4 .16 

% 

83.7 

95.2 

84.5 

68.6 

91.3 

千円

6，440 

14，596 

15位02，328

91，404 

8也64，853

% 

84.7 

90.1 

93.7 

84.7 

86.9 

千円

6，521 

13，811 

16億66，303

1也12，864

8也23，474

千円

7，697 

15，335 

17a77，569 

1也33，222

9惚47，775

下水道 事 業

簡易水道 事 業

国民健康保険事業

農業共済 事 業

水族館 事 業

歳出一般会計費目別予算執行状況(3月末)歳入

%
2

7

4

9

0

9

9

9

0

2

4

9

2

 

n
U

1

4

弓

t

泊せ

F
U

O
O

Q

d

F
D
2
i

口
O

凋

性

弓

r
o
o

ハ
ヨ
巧
i

n

i

Q

d

n
x
u
7・
Q
d
n
B
n
3
Q
d
Q
d
p
O

ハhu

千円

17也08，186

11a85，145 

10也87，177

11a21 ，649 

9{!30， 110 

4a93，211 

5也04，331

2a48，830 

1{!75，814 

1{!29 ，391 

1!t21 ，560 

85，814 

68，536 

千円

18a93，433 

16也53，942

14也04，411

11也81，349

10億93，820

6a25，283 

5億04，654

2也59，551

1信93，264

1也31，755

1a28，826 

1億26，359

1惚00，500

4，624 

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

金

費

業

ロU

z-
-a

出

生

木

育

務

一

工

償

生

防

会

働

復

備

マノー本

害

支

ふ
P
1

民

土

教

総

農

商

公

衛

消

議

労

災

諸

予

% 

95.4 

88.5 

103.0 

4.1 

88.9 

100.0 

88.6 

90.7 

42.0 

107.5 

95.4 

102.2 

88.1 

95.5 

54.8 

千円

25a60，405 

14億98，808

16億48，399

37，400 

7也51，943

4也49，755

2也55，511

1也37，125

52，532 

88，162 

65，797 

15，332 

14，518 

5，346 

1a94，879 

千円

26也84，377

16偉93，855

16也00，402

9惚18，900

8惚46，254

4也49，755

2也88，285

1{!51，141 

1也25，223

82，000 

69，000 

15，000 

16，477 

5，600 

3a55，502 

市税

国庫支出金

地方交付税

市償

県支出金

繰 越金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

財産収入

地方譲与税

自動車取得税交付金

娯楽施設利用税交付金

寄 附金

交通安全対策特別交付金

諸 収入

(5) 
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水道事業の業務状況
水道事業の業務状況を

次のとおり公表します。

一
、
業
務
状
況

(
3月
末
現
在
)

O
給
水
人
口
一
二
三
、
一
六
五
人

O
給
水

戸

数

八

、

五

O
四
戸

0
総
配
水
量
四
、
五
四
三
、
九
五
0
.町

o
総
給
水
量
二
、
九一

O
、四
0
0
.町

O
有
収
率

二
、
経
理
状
況

日
年
度
末
に
お
け
る
損
益
勘
定
の
収

支
状
況
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。
収
益

で
は
、
水
道
料
金
や
受
託
工
事
収
入
等

で
、
三
億
二
百
八
十
六
万
円
、

一
方
費

用
で
は
、
配
水
給
水
費
、
人
件
費
、
支

払
利
息
等
で
、
二
億
五
千
四
百
六
十
万

三
千
円
、
差
引
四
千
八
百
二
十
五
万
七

千
円
の
利
益
と
な
り
、
繰
越
欠
損
金
四

千
八
百
七
十
三
万
三
千
円
を
差
引
く
と
、

日
年
度
末
の
累
積
欠
損
金
は
、
四
十
七

万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

三
、
建
設
改
良
工
事

日
年
度
下
半
期
に
お
け
る
主
な
実
施

工
事
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
県
道
島
尻
金
屋
線
配
水
管
布
設
工
事

(
一
工
区
)
一
、

O
六
五
万
円

(
二
工
区
)
一
、
二
四
O
万
円

マ
市
道
石
垣
平
i
島
尻
線
配
水
管
布
設

工
事(

一

工

区

)

五

一

O
万
円

(

二

工

区

)

五

三

五

万

円

マ
天
神
地
内
農
道
配
水
管
布
設
工
事

六
回

・
O
五
%

~!l. 支
予対す算る額劃恰に区 分 予算額

上半期 下半期 計

給 水収益 265，702 121，934 138，273 260，207 97.9% 

受託工事収益 33，750 15，966 20，563 36，529 108.2 

その他の収益 5，369 5，484 640 6，124 114.0 

~!l. 益合計 304，821 143，384 158，976 302，860 99.4 

原水及び浄水費 37，849 16，327 20，311 36，638 96.8% 

配水及び給水質 43，581 18，037 12，958 30，995 71.1 

受託工事費 31，050 10，634 18，533 29，167 93.9 

総 係 費 83，946 36，999 45，597 82，596 98.4 

減価償却費 31，260 。31，515 31，515 100，8 
支 払利息 47，939 21，211 22，403 43，614 91.0 

その他費用 550 27 51 78 14.2 

費 用合計 276，175 103，235 151，368 254，603 92.2 

(うち職員給与費) (67，589) (31，239) (35，070) (66，309 ) 98.1 

差 号| 28，646 40，649 7，608 48，257 

(単位:千円)
昭和55年度損益収支状況

三
三
二
万
円

マ
農
道
相
ノ
木
i
吉
島
線
配
水
管
布
設

工

事

三

二

O
万
円

マ
市
道
天
神
野
新
4
号
線
配
水
管
布
設

工

事

六

四

O
万
円

企 配水管布設工事

給
水
使
用
届
を

お
忘
れ
な
く
/

水
道
は
電
気

・
ガ
ス

・
電
話
な
ど
と

同
じ
で
、
水
道
の
使
用
を
開
始
・
中
止
・

廃
止
ま
た
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き

次
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
必
ら
ず
市

水
道
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
連
絡
が

な
い
と
、
そ
の
ま
ま
料
金
が
か
か
っ
て

き
ま
す
。

⑨
開
始
届
水
道
の
使
用
を
開
始
す

る
と
き
、
こ
の
場
合
手
数
料
五
0
0

円
必
要
で
す
。

⑨
中
止
届
水
道
の
使
用
を
中
止
す

る
と
き

⑨
廃
止
届
水
道
の
給
水
管
を
撤
去

す
る
と
き

⑨
変
更
届
給
水
装
置
の
所
有
者

・

使
用
者
お
よ
び
用
途
を
変
更
す
る
と

き水
道
は
む
だ
な
く
上
手
に
使
え
ば
、

安
い
も
の
で
す
。

|
|
水
道
を
正
し
く
使
っ
て

豊
か
な
生
活
ー
ー

(6) 

百
年
を
迎
え
た
砂
防
事
業

我
が
国
は
、
山
地
が
多
く
地
盤
も
ぜ

い
弱
な
た
め
、
融
雪
期
、
梅
雨
時
、
台

風
時
に
土
石
流
、
山
崩
れ
、
が
け
崩
れ

が
発
生
し
、
多
く
の
生
命
や
財
産
が
奪

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
古
く
か

ら
土
砂
災
害
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
が
講

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

わ
が
国
最
初
の
本
格
的
な
砂
防
事
業

は
、
明
治
U
年
に
山
梨
県
で
開
始
さ
れ

今
年
は
、
こ
れ
よ
り
数
え
て
百
年
目
を

迎
え
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
地
す
べ
り
対
策
、
が
け
崩

れ
防
止
対
策
事
業
を
設
け
る
等
、
多
様

化
す
る
社
会
の
要
請
に
敏
速
に
応
え
、

国
土
の
保
全
、
災
害
の
防
止
に
多
大
な

努
力
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
砂

防
事
長
宋
百
年
の
歴
史
の
節
目
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
先
人
の
輝
か
し
い
功
績
を

た
た
え
、
砂
防
事
業
の
進
む
べ
き
道
を

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
災
害
の
恐

し
さ
を
再
認
識
し
、
砂
防
事
業
の
必
要

性
と
そ
の
効
果
を
充
分
理
解
さ
れ
、
安

全
で
快
適
な
生
活
を
送
る
う
え
で
の
基

礎
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
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ご
存
知
で
す
か
グ
タ
バ
コ
グ
消
費
税
と
は
グ

喫
煙
さ
れ
る
方
が
タ
バ
コ
の
吸
い
が

ざ・句

ら
を
無
造
作
に
ポ
イ
と
灰
皿
に
・
・
・
・・・。

こ
の
一
本
の
タ
バ
コ
に
税
金
が
か
か
っ

て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
。
以
外

に
知
ら
れ
て
い
な
い
タ
バ
コ
と
税
金
に

つ
い
て
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

め
ヲ
パ
コ
に
税
金
が
ど
の
よ
う
な
仕
組

み
で
か
け
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

タ
バ
コ
に
課
せ
ら
れ
る
税
金
の
こ
と

を
タ
バ
コ
消
費
税
と
い
い
ま
す
。
昨
年

一
年
間
に
魚
津
市
内
で
は
一
億
二
千
七

百
万
本
の
タ
バ
コ
が
売
れ
、
こ
れ
に
対

す
る
タ
バ
コ
消
費
税
一
億
六
千
万
円
(
一

人
当
り
二
千
五
百
本
、
三
千
二
百
円
)

つ
Smokin' Clcan 

が
市
の
大
切
な
財
源
に
な
り
ま
し
た
。

タ
バ
コ
消
費
税
は
、
法
人
税
の
よ
う

に
企
業
活
動
が
盛
ん
で
あ
る
か
ど
う
か

に
か
か
わ
り
な
く
、
ま
た
所
得
税
の
よ

う
に
住
民
の
数
や
利
益
に
関
係
な
く
、

販
売
数
量
に
応
じ
て
タ
バ
コ
小
売
店
所

在
地
の
市
町
村
へ
納
付
さ
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
た

め
「
タ
バ
コ
は
地
元
で
買
い
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
運
動
が
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で

す
。
で
は
実
際
ど
の
よ
う
に
し
て
課
税

さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。
タ
バ
コ
消
費
税

の
佐
組
み
〔
税
率
及
び
税
額
の
計
算
方

法
(
日
年
3
月
販
売
分
1
日
年
2
月
販

売
分
)
〕
は
次
の
と
お
り
で
す
。

由
耳
∞
∞
時
抽
出
淘
(

H
M

育
時

σ
灘
議
鶏
品
情
感
)
×

M

露
(
国
思
惑
一陣
)
×
掛
斗
(
議
一様
)
H
護国

②
タ
バ
コ
消
費
税
は
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

市
に
納
付
さ
れ
た
タ
バ
コ
消
費
税
は
、

貴
重
な
財
源
と
し
て
教
育

・
土
木

・
福

祉
等
各
方
面
に
利
用
さ

れ
、
愛
と
う
る
お
い
の

あ
る
情
緒
豊
か
な
街
魚

津
市
の
生
活
環
境
を
つ

く
る
う
え
で
の
大
き
な

力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
タ
バ
コ
は

暮
ら
し
の
中
の
ゆ
と
り

で
あ
る
と
と
も
に
、
私

た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ

へ
還
元
さ
れ
生
活
向
上

の
た
め
に
大
変
役
立
っ

て
い
ま
す
。

③
喫
煙
家
の
マ
ナ
l

吸
い
が
ら
の
投
げ
捨

て
が
街
頭
や
自
然
の
美

観
を
損
ね
た
り
火
災
の

直
接
の
原
因
と
な
っ
た

り
し
ま
す
。
こ
れ
は
喫

煙
さ
れ
る
方
の
自
覚
と

モ
ラ
ル
に
か
か
わ
る
も

の
で
す
。
タ
バ
コ
は
落

ち
つ
い
て
味
わ
え
る
灰

皿
の
あ
る
と
こ
ろ
で
・・・
。

中小企業設備近代化資金、

設備貸与の申込み
56年度富山県
消費生活地方相談員

0ところ

-新角川 2丁目 2-6

盛本智恵子 宮② 0941 

・三ケ694

盛本紀久子

・大海寺新567

宮坂幸子

・平伝寺610の1

浜田重子

・六郎丸84の2

大場静子 宮 @ 1840 

富山県では、皆さんの消費生活

に関する相談を受付ける身近な窓

口として、以上の方を消費生活相

談員に委嘱しました。

日ごろの物価や消費生活に関す

るいろいろな問題等を、お気軽に

ご中目言炎ください。

県
お
よ
び
中
小
企
業
振
興
協
会
で
は
、

設
備
近
代
化
資
金
、
設
備
貸
与
申
込
み

の
第
二
次
分
を
次
の
と
お
り
受
付
け
し

ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
早
め
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

川

設
備
近
代
化
資
金

O
貸
付
対
象
資
本
金
が
一
億
円

(小
売
業
ま
た
は
、
サ
ー
ビ
ス
業

は
一
千
万
円
、
卸
売
業
は
三
千

万
円
)
以
下
か
、
従
業
員
数
が

三
百
人
(
小
売
業
ま
た
は
サ
ー

ビ
ス
業
は
五
十
人
)
以
下
の
ど

ち
ら
か
に
該
当
す
る
事
業
所
。

O
貸
付
額
二
十
万
円
以
上
、
千

二
百
万
円
以
下
(
設
備
費
用
の

約
印
%
)

0
無
利
子

合⑫ 4031 

宮② 51 3 6 

五
年
(
一
年
据
置
)

相談はお気軽に

O
償
還
期
限

0
受
付
期
間8
月
1
日
1
8
月
初
日

ω設
備

貸

与

O
貸
与
対
象
従
業
員
が
二
十
人

(
サ
ー
ビ
ス
業
、
却
・小
売
業
で

は
五
人
以
下
)
以
下
の
企
業
。

O
貸
与
額
二
十
万
円
以
上
、
一

千
五
百
万
円
以
下
。

O
貸
与
損
料
年

5
%

O
返
済
方
法
四
年
半
均
等
半
年

賦
償
還
。

0
受
付
期
間7
月
1
日
1
8
月
出
日

ま
た
、
こ
の
ほ
か
、
「
機
械
金
属
工
業
」

(
従
業
員
二
十
人
以
下
)
の
業
種
部
門
に

属
す
る
企
業
で
、
N
C
・
M
C

(数
値

制
卸
装
置
付
金
属
工
作
機
械
)
を
設
備

計
画
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
「
県
単
独
中

小
企
業
設
備
貸
与
制
度
」
の
利
用
を
お

勧
め
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
市
商
工
観
光
課、

ま
た
は
商
工
会
議
所
の
方
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮⑫ 1087 

(7) 



昭和56年 7月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

一
国

b
w
m柄
納
、
完

『
心
身
障
害
者
』

と
は
:
:
・

身
体
的

・
精
神
的
障
害
の
た
め
に
、

日
常
生
活

・
社
会
生
活
に
相
当
の
制
限

を
受
け
る
方
、
と
い
う
の
が
一
般
的
な

定
義
で
す
。
つ
ま
り
、
身
体
障
害
者
、

そ
し
て
、
い
わ
ゆ
る
精
神
薄
弱
者

・
精

神
障
害
者
の
こ
と
で
す
。

た
だ
、
厳
密
な
{
事
現
は
な
か
な
か
に

困
難
な
の
が
現
状
で
す
。
身
体
障
害
者

の
場
合
、
例
え
ば
、
片
足
を
切
断
し
て

歩
く
の
に
制
限
が
あ
る
、
と
い
う
具
合

に
{
喜
我
も
し
や
す
く
、
ま
た
法
的
に
も

そ
の
範
囲
が
定
ま
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

精
神
薄
弱
・
精
神
障
害
の
場
合
、
そ
れ

が
精
神
的
な
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
明

確
な
ラ
イ
ン
を
引
き
づ
ら
い
。
ラ
イ
ン

を
引
く
そ
の
基
準
を
ど
こ
に
求
め
る
か

と
い
う
解
決
は
困
難
な
問
題
を
か
か
え

て
い
る
か
ら
で
す
。

現
在
は
、
例
え
ば
、
精
神
薄
弱
の
場

合
、
知
能
指
数
や
社
会
的
な
適
応
能
力

等
、
最
善
と
思
わ
れ
る
総
合
的
な
判
断

の
も
と
で
行
っ
て
い
ま
す
。
基
本
的
な

問
題
が
残
っ
て
い
る
段
階
で
、
そ
の
判

断
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
何
も
精
神
薄

弱
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
は
る
た
め
で
は

決
し
て
な
く
、
例
え
ば
、
一
+
一
と
い

う
計
算
の
で
き
な
い
方
が
、
計
算
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
訓
練
を
よ
り
効

果
的
に
行
う
た
め
な
の
で
す
。

つ
ま
り
、
精
神
薄
弱
と
い
う
言
葉
は
、

そ
れ
ら
の
方
を
社
会
か
ら
切
り
す
て
た

り
隔
離
し
た
り
す
る
た
め
の
も
の
で
は

な
く
、
一
+
一
と
い
う
計
算
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
、
と
い
う
可
能
性
に
も
と

づ
い
た
言
葉
な
の
で
す
。

精
神
障
害
や
身
体
障
害
に
つ
い
て
も

同
様
の
こ
と
が
い
え
る
の
で
す
。

市
内
に
は
、
現
在
、
身
体
障
害
者
(
児
)

一
五

O
O
名
、
精
神
薄
弱
者
(
児
こ
二

O
名
、
精
神
障
害
者
(
児
)
四

O
O
名
の

約
二

0
0
0名
の
、
心
身
障
害
者
(
児
)

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
つ
ま
り
お
人

に
一
人
が
、
約
五
世
帯
に
一
人
が
、
何

ら
か
の
障
害
を
お
持
ち
な
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
方
々
が
お
持
ち
の
可
能
性

は
、
本
人
の
努
力
と
と
も
に
、
家
族
や

と
な
り
近
所
の
方
々
の
あ
た
た
か
い
心

に
よ
っ
て
引
き
出
さ
れ
る
の
で
す
。

な
お
、
市
に
は
、
次
の
よ
う
な
身
体

障
害
者
の
集
ま
り
精
神
薄
弱
児
(
者
)
の

保
護
者
の
集
ま
り
が
あ
り
、
ま
た
相
談

員
の
方
が
お
い
で
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ

な
行
事
や
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
参
加

・
相
談
し
て
く
だ
さ
い
0

.
魚
津
市
肢
体
障
害
者
協
会

-
魚
津
市
視
覚
障
害
者
協
会

.
魚
津
市
ろ
う
あ
福
祉
協
会

・
魚
津
市
肢
体
不
自
由
児
(
者
)
父
母

の
ム
五

-
魚
津
市
手
を
つ
な
ぐ
保
護
者
会
(
精

神
薄
弱
児
(
者
)

マ
身
体
障
害
者
相
談
員

本
元
孝
一
市
内
緑
町
3
の
6

石
崎
七
郎

H

本
町
2
の
1
の

(8) 

心
身
障
害
児

身
体
障
害
者

水
泳
教
室
の
開
催

市
で
は
、
心
身
障
害
児
、
身
体
障
害
問
日
の
各
水
曜
日

者
の
機
能
訓
練
を
目
的
と
し
て
、
次

の

午

前

叩

時

1
日
時
ぬ
分
ま
で

日
程
で
水
泳
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

・
と
こ
ろ
市
総
合
体
育
館
、
温
水

水

中

で

は

、

か

ら

だ

を

動

か

し

ゃ

す

プ

ー

ル

い
た
め
不
随
意
筋
肉
訓
練
に
効
果
が
あ
マ
魚
津
市
身
体
障
害
者
水
泳
教
室

る
と
同
時
に
、
全
身
に
刺
激
を
与
え
る

・
対
象
市
内
在
住
の
身
体
障
害
者

た
め
精
神
的
に
も
そ
の
効
果
が
認
め
ら

・
と
き

8
月
4
日

ω・
8
日

ω

れ

て

い

ま

す

。

ふ

る

っ

て

ご

参

加

く

だ

午

前

叩

時

1
日
時
叩
分
ま
で

さ
い
。

・
と
こ
ろ
市
総
合
体
育
館
、
温
水

マ
魚
津
市
心
身
障

害

児

水

泳

教

室

プ

ー

ル

・
対
象
市
内
在
住
の
身
体
障
害
児

・
申
込
み
期
限

7
月
時
日

ω

及
び
精
神
薄
弱
児
、
保
護
者
お
問
い
合
わ
せ
、
申
込
み
は
市
社
会

同
伴
を
原
則
と
し
ま
す
。
福
祉
課
(
宮
②
|
2
2
0
0
・
内
線
捌
)

1

・
と
き

7
月
鈎
日

8
月
5
日

・

ま
で

今
年
も
子
供
た
ち
が
楽
し
み
に
ま
っ
て
い
る
市
で
は
七
夕
か
ざ
り
の
集
積
場
所
を
次
の
よ

七
夕
ま
つ
り
が
や
っ
て
き
ま
す
が
、

一
方
で
は
う
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

ー

ぅ
竹
か
ざ
り
に
よ
る
火
災
や
海
岸

・
河
川
の
環
境

。
7
月
7
日
午
後
7
時
ご
ろ
か
ら
午
後
8
時
例

~

け

は
汚
染
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

分
ま
で

…

て

ま

今

年

も

、

海

岸

・
河
川
を
き
れ
い
に
す
る
運
会
大
町
小
学
校
周
辺
の
方
は
、

L崎

ま

孔
動
や
防
災
上
か
ら
鴨
川
角
川
へ
流
す
こ
と
は

，

「
大
町
小
学
校
校
庭
」
へ

y

す

取

り

や

め

と

な

り

ま

し

た

。

会

村
木
小
学
校
周
辺
の
方
は
、

』ヘノ

ノ¥・
E
E

・E・-EE
・E・-EE
E
E

・E・-EE
E
l
-
-
E

・E・-z
i

‘，

h

ノ
J

J

・--------圃圃
盟
・
司
19

「
村
木
小
学
校
校
庭
」
へ

一

対

七

取

圃

・

・

期

制

属

F
-1jt
な
お
当
日
両
小
学
校
の
出
入
口
は
、
防
火

一

ム
M

て

圃

-------E・E・園田
岡

F
M
M
上
一
か
所
だ
け
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
み
酬

つ
--------------姐圃・・凶圃・
E
a

・E'B
・E・圃

古

ろ

圃

・

・

・

圃

・

・

・

町

溜

圃

・

岡

，
H

川

U
引
け

M
U

合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
順
序
よ
く
校
庭
~

合そ・圃・圃・・・個鞠副圃.，
ma川
M

・・

聞
臨
.
，
幽
園
闘
N
U
E
掴
・
司
司
郎
町
且
.
.
.
 

に
入
り
、
ち
ょ
う
ち
ん
の
火
を
消
し
て
か
ら
指
m

一

夢

赫

園

周

測

例

制

む

劃

E

，i
定
の
場
所
に
お
い
て
お
帰
り
く
だ
さ
る
よ
う
ご
…

う

土
圃
閣
珂
円
円f
古
川

J
1
4・悶

ar--E

3
開
閉

E
一wt胤
凶

E
M
E-
-
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

山

一
島川

崎

一二
溜
開
A
V
砧
明
市
・
3

ま
た
当
日
雨
の
た
め
に
両
校
校
庭
に
も
ち
…

イ

タ

位
緬
穆

S
vt
s‘
司
日

判

明

ー

;

二

こ
め
な
か
っ
た
と
き
は
、
各
自
で
印
セ
ン
チ
位
山

子

七

蕊
刊
噴
出
血
圃
巴

'
E
E
に
切
っ
て
、
各
町
内
の
ご
み
収
集
日
に
収
集
場
…

よ
j
臨

mmuL配
引

圃

圃

副

・

所

へ

出

し

て

く

だ

さ

い

。

…

2 

川
上

勇
夫

H

文
化
町
l
の
は

坪
崎
す
づ
ゑ

H

住
吉
2
2
6
8

守

千

佐

子

H

友
道
2
0
8
1

以
上
、
肢
体
不
自
由
関
係

牧
野
喜
士
郎
市
内
新
金
屋
1
の
日

の
叩
視
覚
障
害
者
関
係

市
内
友
道
2
2
9
1

の
1

H

湯
上
7
9
7
の

島
崎
千
恵
子

野
崎
知
恵
子
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次
代
を
担
う
青
少
年
を
健
全
に
育
成

す
る
こ
と
は
、
国
民
的
な
課
題
で
あ
る

が
、
近
年
、
青
少
年
の
非
行
は
著
し
く

増
加
し
て
お
り
、
内
容
的
に
も
、
い
わ

ゆ
る
非
行
の
低
年
齢
化
、
一
般
化
の
傾

向
が
進
み
、
特
に
最
近
で
は
校
内
暴
力
、

家
庭
内
暴
力
等
の
暴
力
非
行
が
多
発
す

る
な
ど
、
憂
慮
す
べ
き
状
況
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、

7
月
1
日
か
ら
7
月

白
日
ま
で
を
、
「
青
少
年
を
非
行
か
ら

ま
も
る
全
国
強
調
月
間
」
と
し
て
、
全

国
一
せ
い
に
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
非
行
の
原
因
は
、
主
に
身
近
か

な
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
家

庭
、
学
校
、
友
人
や
社
会
環
境
が
複
雑

に
か
ら
み
あ
っ
て
い
る
こ
と
も
多
く
、

単
一
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
思
い
あ
た

る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
早
く
正
し
い
道

へ
も
ど
す
よ
う
、
み
ん
な
で
注
意
し
あ

い
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
相
談
は
、
警
察

署
や
市
の
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
が
親
切

に
応
じ
て
い
ま
す
。

7
月
の
主
な
事
告
京

O
青
少
年
を
非
行
か
ら
ま
も
る
魚
津
市

大
会
マ
と

7
月
日
日

ω午
後
1
時

初
分
1
4
時
ま
で

マ
と
こ
ろ
市
役
所
大
会
議
室

マ
内
容
分
散
会
と
映
写
会

O
夏
休
み
乗
り
物
教
室
「
走
れ
ノ
ぼ
く

ら
の
冒
険
旅
行
」

・
ぼ
く
ら
を
の
せ
た
ブ
ル
l
ト
レ
イ
ン

は
、
ど
こ
へ
向
か
っ
て
は
し
る
の
だ
ろ

、
つ
/
・
」

-
日
本
で
一
番
大
き
な
フ
ェ
リ
ー
に
、

ど
こ
で
の
れ
る
の
だ
ろ
う
ノ

マ

と

き

7
月
お
日

ω6時
初
分

国
鉄
魚
津
駅
ス
タ
ー
ト
↓
同
時
加

分
ゴ
ー
ル

マ

会

費

小

人

(小
学
生
)
五
、

八
O
O円
、
大
人
(
中
学
生
以
上
)

八
、
三

O
O円
(た
だ
し
、

6
歳

以
下
の
幼
児
は
、
保
護
者
同
伴
の

場
合
無
料
)

マ
募
集
人
員

5
0
0
・
名
(
満
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
し
ま
す
。)

。
青
少
年
健
全
育
成
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

マ

と

き

7
月
幻
日
幽
午
後
1
時

初
分
1
4
時
ま
で

マ

経

路

市

役

所
l
経
団
l
西
布

施
|
片
貝
|
松
倉
方
面

マ
広
報
の
内
容

・
「
家
庭
の
日
」
の
普
及

-
「
青
少
年
の
非
行
化
防
止
」

-
「
よ
い
環
境
づ
く
り
」
に
つ
い
て

青
少
年
育
成
魚
津
市
民
会
議

き

「
母
子
家
庭
子
女
」
の

一
泊
生
活
指
導
会

小
学
校
五
、
六
年
生
を
対
象
に
一
泊

一
一
日
を
大
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
心
身

の
鍛
練
と
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
、
社

交
性
や
友
愛
心
を
高
め
健
全
な
青
少
年

と
な
る
た
め
、
夏
休
み
を
利
用
し
次
の

よ
う
に
行
い
ま
す
。

マ

と

き

8
月
2
日
目
j

3
日
開

マ
と
こ
ろ
滑
川
青
少
年
婦
人
研
修
セ

ン
タ
|

日
年
度
問
ミ
リ
映
写
技
術

講
習
会
案
内
/

日
ミ
リ
映
写
技
術
を
習
得
し
て
、
職

場
や
地
域
の
社
会
教
育
活
動
等
の
場
で

活
躍
さ
れ
る
方
々
の
た
め
に
、
次
の
要

領
で
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
か
ら
、
受

講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申
込
み
く
だ
さ

マ
と
き

7
月
幻
日
ω
i
M
日
悩
ま
で

の
4
日
間
、
毎
日
午
後
6
時

1
9
時
ま
で

マ
と
こ
ろ
市
教
育
セ
ン
タ
ー
(
住
吉

小
学
校
前
宮
②
2
4
9
5

マ
申
込
み
方
法
市
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
ま
た
は
、
市

教
育
セ
ン
タ
ー

単
位
修
得
者
に
は
、
検
定

の
上
合
格
さ
れ
た
方
に
富

山
県
教
育
委
員
会
か
ら
免

許
証
を
交
付
し
ま
す
。

添
付
用
写
真
初
×
初
ミ
リ

一
枚
、
テ
キ
ス
ト
代
一

、

0
0
0円
必
要
で
す
。

マ
免
許
証

マ
そ
の
他

砂暮
し
の
相
談
。

皆
さ
ん
の
中
に
、
日
ご
ろ
、
役
所
や

公
社
の
仕
事
に
つ
い
て
、
納
得
で
き
な

い
こ
と
や
、
こ
の
よ
う
に
し
て
ほ
し
い

な
ど
の
要
望
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
家
庭
問
題
な
ど
心
配
ご
と
が

あ
り
ま
せ
ん
か
。
富
山
行
政
監
底
告
周
で

は
、
各
種
機
関
の
協
力
の
も
と
次
の
と

お
り

「暮
し
の
行
政
相
談
所
」
を
開
設

し
ま
す
。
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結

構
で
す
か
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

O
と
き

7
月
刊
日
働

午
前
叩
時
1
午
後
4
時

O
と
こ
ろ
サ
ン
プ
ラ
ザ
三
階

マ
相
談
内
容
と
担
当

童国行政相談 政童相市行談
保相健E議検誕厚生年金

相談相続

税相談などマホムイl 
権相談f地昔・
相

養子 借家 談

年国民金
家族係関 相続贈与

登記

内
，合，坐・

人

魚i掌 事禁魚津
談国
室税

担
市

社保会険 語局税 当

富
山
県
統
計
グ
ラ
フ

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

/

富
山
県
、
県
教
委
、
県
統
計

協
会
、
県
統
計
教
育
研
究
会

マ
応
募
の
要
領

マ
主
催

区
分

用

紙

(縦
・償
自
由

勉ー

課

資

格

小
学
校

第

1
部
一
3
年
以
下

自
己
観
祭
結
果

72. 8cm X 51. 5cm 

(B 2版)

η
版

×

l
 

m

R

U

 

マ
締
切
日

9
月
刊
日
嗣

マ
提
出
先

・
問
い
合
わ
せ
先

ω第
1
1
第
4
部
は
学
校
の
先
生

ω第
5
部
は
富
山
県
統
計
情
報
課

干
蜘
富
山
市
新
総
曲
輪
一
ー
ー
七

宮

0
7
6
4
③
4
1
1
1

第

5
部

骨量

自

由

(9) 
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-
改
正
さ
れ
た
こ
く
み
ん
年
金

年
金
相
談
所
は
、
毎
月
第
3
木
曜

日
に
、
市
民
相
談
室
で
開
設
し
て

い
ま
す
。
今
月
の
相
談
日
は
、
同

日
で
す
。
せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ

支
』
い
。

老
齢
福
祉
年
金

扶
養
義
務
者
の
収
入
が
六

O
O万
円

(六
人
世
帯
)

-
以
下
の
と
き

年
金
額
二
七
O
、
0
0
0円
↓
二

八
八
、
0
0
0円
(
月
額
二
二
、
五

O
O円
↓
二
四
、
0
0
0円
)

-
以
上
か
ら
八
七
六
万
円
ま
で
。

年
金
額
二
七

O
、
0
0
0円
↓
二

七
六
、

0
0
0円
(
月
額
二
二
、
五

O
O円
↓
二
三
、
0
0
0円
)

障
害
福
祉
年
金

・
一級
年

金

額

四

O
五
、
六
O
O円
↓
四

三
二
、
0
0
0円
(
月
額
三
三
、
八

O
O円
↓
一
ニ
六
、
0
0
0円
)

・
二
級

年
金
額
二
七

O
、
0
0
0円
↓
二

八
八
、
0
0
0円
(
月
額
二
二
、
五

O
O円
↓
二
五
、
0
0
0円
)

母
子
・
準
母
子
福
祉
年
金

年
金
額
三
五
一

、
六
O
O円
↓
三

七
四
、
四
O
O円
(
月
額
二
九
、
三

O
O円
↓
三
一
、
二

O
O円
)

※
子
供
の
加
算
額
(
二
人
目
)
六

O
、

0
0
0円

(
三
人
目
か
ら
)
二
四
、
0
0
0円

所
得
の
制
限

福
祉
年
金
は
、
年
金
が
う
け
ら
れ
る

本
人
、
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
義
務
者
の

前
年
の
所
得
が
、
あ
る
一
定
の
額
を
こ

え
る
と
、
年
金
の
支
給
が
止
ま
り
ま
す
。

公
的
年
金
と
の
併
給
制
限

四
五
万
円
↓
四
八
万
円

56年度保険料第 1期

の納め忘れはないか

今一度碓かめてくだ

さい。

分 (4、5、6月分)

老
齢
年
金

お
年
以
上
保
険
料
を
納
め
た
人
が
、

白
歳
に
な
っ
た
と
き
。
た
だ
し
、
昭
和

5
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
は
、

生
年
月
日
に
よ
り
凶
年
i
M
年
に
短
縮
。

年
金
額
(
一
、
六
八

O
円
×
納
付
月

数
+
一
、
六
八

O
円
×
免
除
月
数
×

ーす
)
×
一

・
O
七
八

m
l
M
年
に
短
縮
の
方
は
、

六
五

O
円
×

(三

0
0
|加
入
し
た

月
数
)
×
一

・
O
七
八
が
プ
ラ
ス
さ

れ
ま
す
。

5 10 25 40 
区

年年金 年年金 年年金 年年金
分

毛ーー・ 三̂ きlZ9合プて
年

EC二円ココ二 Cc円ヲコ可コ CCC円コココ CCE円ココE 
!日

金

圭置轟書円 金
新 官民

CC医円耳3コ ZCC円Eココ ZCC円E D D 

母
子
・
準
母
子
年
金

加
入
期
聞
が
1
年
(
保
険
料
が
免
除

に
な
っ
て
い
れ
ば
3
年
)
以
上
あ
る
奥

さ
ん
が
、
夫
と
死
別
し
て
、
国
歳
未
満

か
却
歳
未
満
の
障
害
者
の

・
子
が
い
る
と
き
:
:
:
母
子
年
金

-
孫
や
弟
妹
が
い
る
と
き
:
:
:
準
母
子

年
金

母
子

・
準
母
子
加
算
が
な

い
方
五
O
一
、
六

O
O円

↓
五
回
O
、
七
O
O円

母
子

・
準
母
子
加
算
が
あ

る
方
六
八
一
、
六

O
O円

↓
七
二
O
、
七

O
O円

年
金
額

遺
児
年
金

加
入
期
聞
が
l
年
(
保
険
料
が
免
除

に
な
っ
て
い
れ
ば
3
年
)
以
上
あ
る
父

母
に
死
別
し
た
日
歳
未
満
の
子
、
ま
た

は
却
歳
未
満
の
障
害
者
の
子
が
い
る
と

ゑ』
。年
金
傾

五
O
一
、
六

O
O円

↓
五
四

O
、
七
O
O円

障
害
年
金

加
入
期
聞
が
1
年
(
保
険
料
が
免
除

に
な
っ
て
い
れ
ば
3
年
)
以
上
あ
る
方

が
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
。

(
一
級
)
ふ
だ
ん
の
生
活
が
で
き
な

い
と
き

年
金
額
六
二
七
、

0
0
0円

↓
六
七
五
、
九
O
O円

(
二
級
)
ふ
だ
ん
の
生
活
に
著
し
い

制
限
を
、
つ
け
る
と
き

五
O
一
、
六

O
O円

↓
五
四
O
、
七
O
O円

年
金
額

一
テ
レ
ビ
の
故
障
で
は

一

あ

り

ま

せ

ん

ノ

.

τスポ
ラ
テ
ィ
ッ
ク

一
E
層
d

の
い
た
ず
ら

一
5
月
か
ら
8
月
に
か
け
て
、
テ

-
レ
ビ
の
画
像
が
ゆ
が
ん
だ
り
、
し

-
ま
模
様
が
は
い
っ
た
り
す
る
電
波

↑
障
害
が
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

一
こ
れ
は
、
日
本
海
上
空
一

O
O
キ

一
ロ

メ
ー
ト
ル
に
「
ス
ポ
ラ
デ
イ

ツ

一
ク
E
層
」
と
い
う
電
波
を
は
ね
返

一
し
て
し
ま
う
電
離
層
が
突
然
発
生

干
す
る
た
め
で
す
。

一

ふ
だ
ん
は
届
く
こ
と
の
な
い
中

一
固
な
ど
の
電
波
が
こ
の
ス
ポ
ラ
デ

一
ィ
ッ
ク
E
層
に
反
射
さ
れ
て
日
本

一
の
テ
レ
ビ
に
飛
び
こ
む
た
め
混
信

千
障
害
を
起
し
ま
す
。

一

混
信
は
、

一
上
一
時
間
程
度
で

一
自
然
に
消
滅
し
も
と
の
画
面
に
も

一
ど
り
ま
す
。
混
信
の
あ
る
時
、
テ

一
レ
ビ
の
故
障
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

一
で
ツ
マ
ミ
を
調
整
し
た
り
し
ま
す

-
と
自
然
消
滅
し
た
後
も
と
の
画
面

↑
に
も
ど
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

一
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一

一

現
在
、根
本
的
な
対
策
方
法
を
、
一

-
N
H
K
や
郵
政
省
電
波
研
究
所
で

+

+
研
究
中
で
す
。

+

「

|

N
川
K
富
山
放
送
臼

。。
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国
保
税
は
医
療
費
に
応
じ
て

国
保
の
場
合
、
保
険
税
の
額
は
基
本

的
に
は
、
そ
の
年
の
医
療
費
に
応
じ
て

き
め
ら
れ
ま
す
。

魚
津
市
で
は
、
増
加
す
る
医
療
費
の

た
め
に
、
や
む
な
く
国
保
税
の
引
き
上

げ
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
か
ら
三
千
五
百
万
円
の
繰

入
を
し
な
が
ら
、
国
保
財
源
の
確
保
に

つ
と
め
て
い
ま
す
が
、
な
お
不
足
す
る

分
を
国
保
税
の
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
充

足
し
、
国
保
財
政
の
健
全
な
運
営
を
は

か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

国
保
加
入
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
昨
年

に
引
き
続
く
引
き
上
げ
に
な
り
ま
す
が
、

相
互
扶
助
の
精
神
に
よ
る
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

国
保
税
の
主
な
改
正
点

O
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

今
ま
で
の
限
度
額
二
十
四
万
円
を
二

十
六
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
法
律
改
正
に
よ
る
も
の
で
す
。

O
所
得
割
l
世
帯
の
収
入
に
応
じ
て
計

算
し
ま
す
。

現
行
の
所
得
割
、
U
%
を

M
%
に
引

き
上
げ
ま
し
た
。

O
資
産
割

i
世
帯
の
資
産
税
額
に
応
じ

て
計
算
し
ま
す
。

国
保
は
、
相
互
扶
助

の
精
相
で
あ
な
た
の

健
康
を
守
り
ま
す
。

す
え

今
年
度
は
現
行
の
ぬ
%
を
据
置
し
ま

す
。

O
被
保
険
者
均
等
割
l

世
帯
の
加
入
者
数
に
応
じ
て
計
算
し

ま
す
。

現
行
の
一
人
九
、

0
0
0円
を
一
人

一
三
、
二
O
O円
に
し
ま
し
た
。

O
被
保
険
平
等
割

1

一
世
帯
に
い
く
ら
と
計
算
し
ま
す
。

現
行
の
一
世
帯
一

O
、
四
四

O
円
を

一
五
、
0
0
0円
に
し
ま
し
た
。

O
低
所
得
世
帯
の
負
担
軽
減

市
条
例
の
改
正
に
よ
っ
て
低
所
得
世

帯
に
対
す
る
、
六
割
、
四
割
、
の
軽
減

額
も
均
等
割
と
平
等
割
に
つ
い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
軽
減
が
増
加
さ
れ
ま
し
た
。

保
険
税
は
、
年
度
ご
と
に

各
世
帯
の
年
間
保
険
税
を
き

め
、
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

一
昭
和
町
年
度
国
保
税
納
税
通
知
…

一
書
は
7
月
日
日
ご
ろ
、
各
家
庭
へ

一
届
き
ま
す
か
ら
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
一

第
一
期
の
納
期
限
は

7
月
汎
日

…

…
で
す
。

一

お
忘
れ
な
い
よ
う
に
納
め
て
く

一
だ
さ
い
。

一

O
毎
年
医
療
費
の
適
正
支
出
に
つ
い
て

努
力
し
て
い
ま
す
が
、
被
保
険
者
の
皆

さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
す
こ
や
か
な
健
康

が
医
療
費
の
減
少
に
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
れ
に
は
、
心
身
を
鍛
え
て
病
気
に

か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
最
も

大
切
で
す
。
も
し
不
幸
に
し
て
心
身
に

異
常
が
生
じ
ま
し
た
場
合
は
、
早
く
お

医
者
さ
ん
に
相
談
し
、
治
療
を
受
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
費
通
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
昨
年
一
年
間
に
、
あ
な
た
の

家
族
が
国
民
健
康
保
険
を
利
用
し
て
病

zュ

{1 

院
等
で
受
診
さ
れ
た
り
薬
局
の
薬
剤
支

給
を
受
け
ら
れ
た
医
療
費
の
総
額
を
お

知
ら
せ
し
て
い
る
も
の
で
、
皆
さ
ん
に

医
療
費
の
総
額
を
認
識
し
て
い
た
だ
く

た
め
と
、
あ
な
た
が
た
の
家
庭
の
健
康

度
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

6
月
中
に
は
、
上
中
色
同
地
区
、
下
中

島
地
区
、
松
倉
地
区
、
上
野
方
地
区
、

加
積
地
区
の
皆
さ
ん
に
通
知
し
ま
し
え

医
療
費
通
知
は
、
世
帯
王
が
国
保
被

保
険
者
で
な
い
場
合
で
も
、
世
帯
主
に

通
知
し
て
い
ま
す
の
で
、
家
族
の
医
療

費
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。

国
保
税
、
医
療
費
通
知
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
市
民
課
国

保
係

・
税
務
課
国
保
市
民
税
係
へ
。

内
線
別
(
医
療
費
)

宮
②
2
2
0
0

ー

内
線

m
(国
保
係
)

この表は、昭和55年度の魚津市の国保税と医療費を富山県平均とくらべて見たもの

です。いずれも平均を上まわっています。各自の健康管理に充分注意したいものです。

10万円

4万円

3万円

2万円

l万円

高額療養費費養療療養の給付

※県平均は、県内 9市の平均です。

。1)

国保税(調定額)
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だより(7月〉保

(12) 

{今月の標語}

歩かずにやたらに乗るくせ悪いくせ

問い合わせは ft22-2200
(内線 231)

母子健康手帳をご持

参ください。

-個人票は必ずご持

参くださし、。

・成人病検診には健

康手帳を持ってい

る方は、ご持参く

ださし、。

Bコース 昼食をご
持参ください

本
町
一
丁
目

宮

@
1
3
9
1
2

中
央
通
り
二
丁
目

宮

@
1
0
3
9
9

本

江

宮

@
1
0
7
4
5

吉

島

宮

@
1
0
1
0
0

新
角
川
一
丁
目

宮

@
1
0
1
2
2

一般市民

結核住民検診

成人病検診

健

⑧のついたとニろ

相康



-体温は自宅で計って

きてください。

・母子健康手帳、印か

んを持参ください。

※接種する時の注意

熱のある人、特に湿

しんなどまん延性の

皮膚病の人は医師に

相談してください。

@麻しん(ハシカ)の接

種後 1か月の間隔を

あけてください。

「親と子のきずな」……それは深い愛情の結びつき しょう 。

です。 oと き 56年 7月6日(月)午後 1時30分-3時
その愛と心を育てるためには 「子供」をよく理解 0ところ 市役所大会議室(3階)

することが大切です。子供の身体や心を発達、病気 0テーマ 「子供のかかりやすい病気と予防」

についての基本的な知識を身につけましょう 。また 0講 師 魚津保健所長飯田恭子

日ごろ育児に悩んだり、とまどいを感じておられま 市では保健所と共催して、今年度から年4回育児セミ

せんか。そんな時、育児の先輩からの体験も参考に ナーを開催します。2回目以降のとき ・ところは、広報

なることでしょう 。皆さんとともに語り考えてみま うおづに載せますので多数のご出席をお待ちしています。

響 いいか うがり もいす単だま 問ん 〈 ま はしと 〈 素 量苫
はれ子 。ぎ読か 、、 読のいう読でけーす 質 しだ 答 せ聞あろ 、問 晴 ζn 
、ば供 り後 。たむ 書 でたすん手で冊か問たあ 〉 んいりかお 〉 ら ~ 
い、の 、は いしはすいるだ軽何の 。者らとあ 。て ま つ 話子 い し k五千吃E
く 遊生 何、 せろ 、 。こうあなも本 をどにな もせたが供 い 予 11'2'/11主二
らぴ活 も子 つ読本 とちともかは 満う 、た 、んかよに ?八 |凶 Il~
でやを 質供 なみを がに、のも 、 足でだ自 はかをく本 ・ 生 巴三」モー
も会し 聞か の終読 は 、時で理た さしれ身 つ。 確わを わ 本 者三~r.
あ話つ しら でつん つ少聞は解っ せよかが き かか読 る と 主主)
らのか な話 はたで きしをあでた るうが 、 り めつん .、 の 字三三弓
わ中り いし なあい りずか り き ー こ 。い何 答 るたで い 出 t-=三」 爪
れに見 でか いとる しつけまる度 と ろか え いかあ ? 合 。ムJ'n
てそて くけでのと て作てせほ読がい本て い 、げ い 晶円~"U
きのさ だな し時き く 者、んどん で ろを く 方おた ~ 11-1訂、4
ま 影 え さい よ問よ るの反 。簡だ き 質読 れ 法もあ ② L九己J-
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生後 3か月から 3歳ま

での乳幼児で、今まで

に 1回もツベルクリン

反応検査を受けていな

い乳幼児は最寄りの会

場へおいでください。

⑧ 7月が最終実施会場

になっています。もれ

なく受けるようにして

ください。

ツベルタリン

反応検査

B G C 

予

防

種

接

一一ー.'-ーも、 、、..， 
:::-:c:::、や=:子;;~:令、ー:、

す
。ど
う
し
て
も
確
か
め
た
い
な
ら
、
二

度
三
度
と
、
く
り
返
し
読
ん
だ
あ
と
で

子
供
が
、
十
分
に
お
は
な
し
を
理
解
し

た
こ
ろ
、
ゆ
っ

く
り
と
話
し
か
け
て
く

だ
さ
い
。〈今

月
の
あ
た
ら
し
い
本
〉

買
っ
た
/
当
た
っ
た
/
宝
く
じ
必
勝
作

戦

山
口
且
訓

難
し
い
年
ご
ろ
は
:

:

望

月

一

宏

海
軍
野
郎
よ
も
や
ま
物
語

J
q
林

出冊数〉

i49冊

: 1人当り

1.48冊

うちこども

29，171冊

〈本館のみ〉

昭和55年度図書館の利用状況

お量一 I(貸

.085人 |市長

(市民の14.17%)

うちこども

3，374人 孝
裕

十
八
歳
の

E
米
利
加

俵

萌

子

失
敗
し
な
い
資
格
の
取
り
方
活
か
し
方

荒

井

享

愛
子
の
盲
人
斬
り

佐

藤

愛

子

ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
と
特
急
関

崇

博

夢
・
げ
歳
・
愛

河
合
奈
保
子

甥
ベ
よ
ウ
ル
フ
千
代
の
富
士

季
節
の
窓

田

近

京

子

四
十
に
し
て
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル

i
マ
ダ
ム

金
言
集
l

扇

谷

正

造

か
ぎ
り
な
き
日
々
に

藤

原

て

い

。
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
/
。

7
月
の
お
し
ら
せ

6
日
側
お
は
な
し

み
ん
な
集
ま
れ
l
HU
お
は

な
し
の
は
じ
ま
り
い
!
。

初
日
伺
え
い
が
・
に
ん
ぎ
よ
ひ

め
3
じ
ぬ
ぷ
ん
か
ら
、
と

し
よ
か
ん
で
ひ
ら
き
ま
す
。

女
川
柳
教
室

・
と

き

7
月
8
日
附

・
課
題
「
窓
」
「
雑
詠
」

・
講

師

木

村

喜
見
城

女
古
典
に
親
し
む
会

・
と

き

7
月
口
日

ω

・
講

師

飛

世

麗

子

い
ず
れ
も

・
と
こ
ろ

.
じ
か
ん

市
立
図
書
館

午
後
1
時
初
分
か
ら

3
時
初
分
ま
で

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

(13) 
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み
ん
砲
の

叉
描

E
V

市
民
軟
式
テ
ニ
ス
教
室

受
講
生
募
集
中

7
月
ロ
日
、
羽
田

8
月
2
日
、
日
日
、
羽
田

(
い
づ
れ
も
日
曜
日
)

午
前
9
時
ぬ
分
i
U
時

マ
と
こ
ろ

市
営
コ
ー
ト

マ
受
講
対
象
市
内
に
在
住
ま
た
は
、

勤
務
さ
れ
る
一
般
男
女

初
名
(
先
着
順
)

市
教
委
体
育
課
ま
た
は
、

市
総
合
体
育
館
ま
で

受
講
さ
れ
る
方
は
、
軟
式

用
ラ
ケ
ッ
ト
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

マ
と

き

マ
定

員

マ
申
込
み

マ
そ
の
他

-7月
の
ス
ポ
ー
ツ
こ
よ
み

27 25 19 18 12 1211 5 と
日~日 日 日 日 日日 日
(月)仕) (円) 臼う (日) (日)仕) (円) き

五五

離技合開会式金ほか体育蛇市民大会

曲ロ~ ~ 体} 市学中 選予県プパ全国 ツf} 体市p 大会ス44石市佐式崎亜2 
大会ポルlI長杯事市争パ

手、，'"、夏"向'、~T 
レク
|ラ
型年少車大会ポスl 

ボトマ
事

ポプ
云会.!マんさσ〉 |カ T 名

lレツ レ

場球市営野 ドグ営市=口t 桂西芋東中 館総A 体育ロ 場ほカB営時市聖子
ト市件邑以.
館総A 体育ロ ウンド東中グ

と
ほラ ':1 かウ コ
ン田 フ ろ

"・・・毎日の生活の中で時聞を工夫して…・

ふとり過ぎないように
月- (くりかえし3回)

お尻をもち :::}~:~ ~ /'""イ¥
あげ ::Wt::::、_....介、r.・1)1
~ Ek:泳三日J ¥.〆イ噌ノ

{脂肪は忍耐強く!
とりましよう

一

q)
一

一

nu-

-
M町
内
一

一一一一ユ一一一一一
一
d
p
一

↑
|
l
ス
ポ
ー
ツ
用
語
一
口
メ
モ
ー
ー

『大
衆
ス
ポ
ー
ツ
』
:.

一
流
あ
る
い
は
超
一
流
の
ス
ポ
ー
ツ

水
準
を
目
指
す
の
で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ

5相}静J.tを (10回〉行凶
ω

。。回〉

の
技
術
や
能
力
の
点
で
必
ず
し
も
優
れ

…

て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
ス
ポ
ー
ツ
の
持

一

つ
活
動
性
や
楽
し
さ
に
魅
力
を
感
じ
て

叩

「
わ
れ
わ
れ
に
も
ス
ポ
ー
ツ
/
」
と
い
う

一

声
に
応
じ
て
現
わ
れ
て
き
た
ス
ポ
ー
ツ

山

で
す
。

…

|

8
月
の
歩
こ
う
会
|

…

8
月
の
歩
こ
う
会
は
、

2
日
に
三
峯
・
間

七
重
滝
方
面
へ
行
き
ま
す
。

…

国
鉄
魚
津
駅
午
前
7
時
詑
分
発
の
汽
…

車
で
泊
駅
ま
で
行
き
、
南
保
j
三
峯
i

…

七
重
滝
i
笹
川
1
泊
と
歩
き
ま
す
。

…

参
加
さ
れ
る
方
は
、
午
前
7
時
初
分

…

ま
で
に
国
鉄
魚
津
駅
前
へ
お
集
ま
り
く
…

だ
さ
い
。
(
昼
食
持
参
)

…・"…
一一M
-

M
 

仲

間"
山
"
川
"
山
・
"一
一
山
"
山
"
町一
叩
山
・
"

時

間・
"
"
的
"
川

崎

町・
"
“
町
"
的
"
川

崎

山
・
"

制

的"
的
"
川

崎

M

E

"
 

仲

間"
m
 

"
川

崎

山'
"
 

仲

間."
…
 

Qコ

腰と脚ガ直角に

〉
ろさずに H 

Jら く10回〉、

「魚
津
ま
つ
り
」
の

日
程
と
行
事

(14) 

た
て
も
ん
祭
、
せ
り
込
み
蝶
六
街
流

し
を
中
心
と
し
て
、
華
や
か
に
繰
り
ひ

ろ
げ
ら
れ
る

「魚
津
ま
つ
り」

の
行
事

の
日
程
が
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

8
月
6
日
同

マ
三
市
二
郡
実
業
団
相
撲
大
会

8
月
7
日
樹

マ
経
団
七
夕
ま
つ
り

マ
た
て
も
ん
祭

"幻
v
q

一
J
4

8
月
8
日
出

マ
獅
子
舞
競
演
会

マ
花
火
大
会

マ
た
て
も
ん
祭

Q
U
R
n
Q
V
ロH
畑山内

マ
村
木
小
学
校
吹
奏
楽
ク
ラ
ブ

パ
レ
ー
ド

マ
魚
津
工
業
高
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

パ
レ
ー
ド

マ
中
学
女
子
せ
り
込
み
蝶
六
街
流
し

マ
子
供
み
こ
し

マ
一
般
せ
り
込
み
蝶
六
街
流
し

マ
若
い
衆
ま
つ
り

な
お
、
当
日
の
と
き

・
と
こ
ろ
な
ど

く
わ
し
い
こ
と
は
、
8
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
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県民の知恵霊

あなたの頭の中にある
あすの富山県を送ってください。

21世紀に向かつて富山県の進むべき道・・・。

定着き-明日の郷土を拓くすばらしい若者を育て，

せるためのあなたの考 えは・・・・・・

応募規定
・応募資格 どなたでも応募できます。(グループの

応募も可)

・応募点数 一 人何点でも結構です。

・応募規格 1000字程度で (ノ、ガキでの応募も 可)

住所，氏名，年齢，職業，電話番号を記入のこと 。

・募集期間 7月 1日-7月30日まで (郵送 も可，

末日消印有効)

・入選発表は本年 9月の予定

・入選者には知事の感謝状と記念品を贈呈

・入選作品の著作権は県に帰属するものとし，

は原則として返却しません。

あなたの知恵を県政に・..
富山県は昭和58年には置県100年を迎え， 21世紀に

向けて新たなスタートをきります。

県では，これからの富山県の進むべき道を，みな

さんとともに見いだしていきたいと考えています。

あなたが日ごろ描かれている「あすの富山県」に

ついての考えを，どっぞお気軽にお寄せください。

作品

送り先・問い合わせ先
干930富山市新総曲輪 1- 7 

富 山県広報課「県民の知恵」係

宮富山31ー 3131(県民電話)

ど

「テーマ」の考え方(例)
・置県 100年記念事業として次代の子供たちのため

にもなるものをと思いますが，あなたになにか良

いプラ ンカfないでしょうか。

・県は21世紀を展望した新しい総合計画をつくろう

としていますが，これか らの富山県についてあな

たはどのように考 えますか。

・わたしたちの郷土を魅力あるものにするには，

のようにしたらよいと考えますか。

・富山県の産業を活力あるものにするには，

うな方法がよいと考えますか。

どのよ

。。

お
年
寄
り
を
励
ま
す

歌
(
作
詞
)
募
集

財
団
法
人
老
人
福
祉
開
発
セ
ン
タ

ー
で
は
、
お
年
寄
り
の
生
き
が
い
を

高
め
、
豊
か
さ
を
生
み
出
す
作
品

・

お
年
寄
り
の
集
り
や
、
家
庭
等
で
広

く
歌
わ
れ
る
明
る
く
楽
し
い
作
品

・

老
若
男
女
が
心
ふ
れ
あ
う
作
品
(
い

づ
れ
も
作
詞
)
を
募
集
し
ま
す
。

マ
締
め
切
り

7
月
訂
日
幽

マ
賞
金

一
等
(
一
名
)
百
万
円

二
等
(
一
名
)
三
十
万
円

三
等
(
一
名
)
十
万
円

佳
作
(
若
干
名
)
-
記
念
品

マ

条

件

-
未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す
。

2

著
作
権
は
附
老
人
開
発
セ
ン

タ
i
に
帰
属
し
ま
す
。

3

歌
詞
は
三
番
又
は
四
番
ま
で

と
し
ま
す
。

4
応
募
に
際
し
、
必
ず
五
部
(
コ

ピ
l
)提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

5

採
用
、
不
採
用
に
か
か
わ
ら
す

応
募
作
品
は
お
返
し
し
ま
せ
'
~

6

作
品
(
作
詞
)
に
は
題
名
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

マ
提
出
先

干
聞
東
京
都
港
区
西
新
橋

1
1

6
!
日
柏
屋
ビ
ル

財
団
法
人
老
人
開
発
セ
ン
タ
ー
内

「お
年
寄
り
を
励
ま
す
歌
」
作
品

応
募
事
務
局

合

0

3
1
5
0
3
1
6
8
7
6



昭和56年 7月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

-
市
民
会
館
大
ホ

l
ル
催
し
物

f号子iL 『 映画
1鑑
し

物

名

持時1固二時楠10回ー(日日2)月8 午時櫨1 出1 日1 とき

きコ問幼児Zロ問5中IJ・4A同ヨ大高校・8て口同大人
無

場料入
料

刷場大和 束玄宮山 玉催者

-
L
P
ガ
ス
消
費
者
保
安
デ
l

毎
月
刊
日
は
「
L
P
ガ
ス
消
費
者
保

安
デ
|
」
で
す
。
今
月
の
テ
l
マ
は
「
ガ

ス
漏
れ
警
報
器
の
設
置
促
進
」
と
「
L

P
ガ
ス
設
備
の
改
善
促
進
」
の
2
つ
で

す。
警
報
器
は
、
眼
に
見
え
な
い
ガ
ス
を

い
ち
は
や
く
キ
ャ
ッ
チ
し
て
、
プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
に
よ
る
事
故
を
未
然
に
防
止
し

ま
す
。警
報
器
は
、
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
の

グ
リ
ー
ン
ラ
ベ
ル
を
は
っ
て
あ
る
も
の

を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

毎月 10日はrLPガス消費者
保安デー」 ぜひ点検を

-
市
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
だ
よ
り

毎
年
7
月
の
第
三
土
曜
日
は
、
勤
労

青
少
年
福
祉
法
で
「
勤
労
青
少
年
」
の

日
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は

勤
労
青
少
年
の
福
祉
増
進
を
は
か
る
と

と
も
に
、
職
業
人
と
し
て
成
長
す
る
よ

う
に
国
民
こ
ぞ
っ
て
こ
れ
を
激
励
す
る

た
め
の
日
で
す
。
国

・
県
で
は
、
こ
の

日
に
ふ
さ
わ
し
い
行
事
を
開
催
し
ま
す

が
、
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、
次

の
よ
う
な
記
念
事
業
を
行
い
ま
す
の
で
、

参
加
さ
れ
る
方
は
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
へ

宮
②
4
3
3
0
へ
申
込
み
く
だ

さ
い
。

マ

と

き

7
月
四
日
制

マ
と
こ
ろ
パ
ス
ハ
イ
ク
(
高
山
方
面
)

マ

定

員

印

名

マ

会

費

一

、

0
0
0円

マ
申
込
み
締
切
日

7
月
日
日
附

-
鳥
獣
保
護
の
お
ね
が
い

自
然
界
に
生
き
て
い
る
鳥
や
獣
は
、

「
鳥
獣
保
護
二
関
ス
ル
法
律
」
に
よ
っ

て
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
野
原
、
河

川
、
山
な
ど
で
弱
っ
て
い
る
幼
鳥
、
幼

獣
等
を
見
か
け
た
場
合
や
、
鳥
獣
に
よ

る
農
作
物
や
人
畜
に
害
が
あ
る
と
き
は
、

手
を
加
え
る
こ
と
な
く
、
次
の
方
に
連

絡
し
て
適
切
な
処
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

県
鳥
獣
保
護
員
高
松
実

包
②
0
5
4
5

石
崎
昭
憲

県
鳥
獣
管
理
員

農
林
土
木
課

宮

@
0
2
4
5

川
原
田
昭

宮
②
2
1
8
2

E
@
2
2
0
0
 

-
消
防
設
備
士
試
験
の
実
施

消
防
設
備
の
工
事
及
び
整
備
の
資
格

取
得
試
験
が
、
次
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

マ
試
験
日

8
月
日
日
附

・
初
日
嗣

マ
受
付
期
間

7
月
8
日
附
1
日
日
附

ま
で

く
わ
し
い
こ
と
は
、
消
防
署
へ

宮

@
0
2
9
5

-
防
火
講
演
会
の
開
催

マ
と
き

7
月
比
日

ω午
後
1
時
初
分
営

マ
と
こ
ろ
魚
津
市
農
協
会
館

4
階

大
ホ
ー
ル

マ
演
題
防
火
管
理
に
つ
い
て

マ

講

師

日
本
大
学
教
綬

塚
本
考
一

お
問
い
合
わ
せ
は
、
魚
津
消
防
署
へ

宮
@
0
2
9
5

-
英
語
公
開
講
演
会

マ
と
き

7
月
日
日
出
午
後
3
時
1
5
時

マ
と
こ

ろ

洗

足
学
園
魚
津
短
期
大
学

マ
演
題
「
誤
訳
と
誤
解
」

マ
講
師
拓
殖
大
学
外
国
語
学
部

在日

鈴
木
進

講
演
後
当
食
堂
で
パ
ー
テ
ィ
を
催
し
ま
す
。

-
第

2
回

音
楽
講
演
会

7
月
日
日
附
午
後
2
時
1

3
時
叩
分

マ
と
こ
ろ
洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学

マ

講

演

青
少
年
の

「音
楽
教
育
」
の

マ
と
き

マ
講
師

あ
り
方

洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学

音
楽
科
長

牧
野
敏
成

-
市
民
大
学
講
座
(
夏
期
英
語

セ
ミ
ナ
ー
)
受
講
生
募
集

マママ
セ 後主
ミ 援催
ナ会
| 魚洗
期津足
間市学

園
色色

津津
市短
教期
育大
委学
員

8
月
幻
日
出
i
幻

日
制
9
時
i
m
時

国
鉄
魚
津
駅
か
ら
「
洗
足
学

園
」
行
き
パ
ス

8
時
お
分
発

マ
受
講
対
象
者
一
般
社
会
人
、
中
高

の
教
員
及
び
学
生

マ
募
集
人
員
別
名
(1
ク
ラ
ス
却
名
)

マ
申
込
み
受
付

7
月
初
日
開
ま
で

マ
申
込
み
先
洗
足
学
園
魚
津
短
期
大

学

「市
民
大
学
講
座
」

係
。
指
定
の
用
紙
に
会

費
を
そ
え
て
申
込
み
く

だ
さ
い
。

マ
会
費
六
、

0
0
0円

(学
生
四
、

0
0
0円
)

マ
授
業
内
容
外
人
講
師
に
よ
る
発
音

マ
交
通

マ
講

.....講演会場の洗足学園魚津短期大学

師

話
し
方
指
導
、
自
由
会

話
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ

ン
、
時
事
英
語
そ
の
他

米
国
オ
レ
ゴ

ン
大
学
教
授

フ
ァ
ル
コ
ネ
リ
ー

。。

-
音
楽
大
学

受
験
準
備
夏
期
講
習
会

マ
と
き

7
月
初
日
制
i
白
日
幽

マ
と
こ
ろ

洗

足

学
園
魚
津
短
期
大
学

マ
講
師
本
学
教
授

・
助
教
授
、
講
師

マ
科
目

ωク
ラ
ス
授
業
ソ
ル
フ
ェ

ー
ジ

・
聴
音
・
楽
典

問
個
人
レ
ッ
ス
ン
ピ
ア
ノ

・
声
楽

※
貯
年
度
入
学
試
験
課
題
曲
を
発
表

し
、
か
っ
そ
の
説
明
指
導
を
行
い

ま
す
。

マ
受
講
料

マ

定

員

マ

受

付

マ
申
込
み

三
四
、

0
0
0
円
(
す
べ
て

郵
便
為
替
)

約
一

O
O
名
(
男
女
)

7
月
お
日
同
ま
で

洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学

講
習
会
係
あ
て

-
警
察
官
募
集
(
大
学
卒
)

富
山
県
警
察
で
は
、
町
年
4
月
採
用

の
警
察
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
採
用
予
定
人
員
約
四
十
名

マ
願
書
受
付

7
月
1
日
附
1
お
日
出

マ
試
験
日

8
月
2
日
日

マ
と
こ
ろ
富
山
市
立
奥
田
中
学
校

マ
受
験
資
格

大
学
を
卒
業
し
た
方
、
又
は
貯
年

3
月
卒
業
す
る
見
込
み
の
方
。

年
齢

l
m歳
未
満
の
男
子

ヘ
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。
詳
し
い
こ
と
は
、
魚
津
警
察
署
又
は

派
出
所
、
駐
在
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

宮
@
1
3
3
3

と

き

-
婦
人
市
民
大
学
講
座
(
第
七
回
)

講と

師ろ

7
月
η
日
幽

午
後
l
時
ぬ
分
1
3
時
初
分

本
江
公
民
館

富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

産
業
教
育
研
究
虫
蓑
木
村
浩
一

流
通
と
物
価

20，460 " 

協主定

日
名
(
先
着
順
無
料
)

富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

魚
津
社
会
教
育
推
進
会
議

賛催員

-
幻
年
度
児
童
福
祉
週
間
の

写
真
募
集

マ
趣
旨
子
供
た
ち
の
健
全
育
成
に
つ

い
て
県
民
の
関
心
を
高
め
る

た
め
、
児
童
福
祉
週
間
の
ポ

ス
タ
ー
に
使
用

マ
主
催
富
山
県
社
会
福
祉
協
議
会

マ
応
募
資
格
県
内
に
住
ん
で
い
る
方

マ
募
集
写
真

4
月
か
ら
7
月
ま
で
の

間
に
撮
影
さ
れ
た
も
の

撮
影
場
所
が
県
内
で
あ

る
こ
と
。

マ
募
集
写
真
の
規
格
カ
ラ
ー
で
サ
|

ビ
ス
版
、
未
発
表

の
も
の

マ
募
集
締
切
日

7
月
白
日
幽

マ

入

賞

最

優

秀

賞

1
点
優
秀
賞
5

占川

20，056 " 

30，000 " 

20，000 " 

20，000 " 

30，000 " 

2，000 " 

4，000 " 

3，000 " 

50，000 " 

50，000 " 

10，000 " 

タオル100本

金太郎温泉
入場券700枚

事務局

若島文作

魚津霊気楼
ロードレース大会

吉島小学校 児童会

堀登志子六郎丸

村崎茂幸西尾崎

池上七光真成寺町

野村義明六郎丸

大野昭二北鬼江

石野正雄大光寺

友田道治新角川二丁目

滝本敏夫真成寺町

駒田 札本町一丁目

富山県移動商業組合 富山市
理事長田畑剛佳 千石町

魚津蟹気楼
ロードレース大会

吉沢正一郎 東京都荒川区南千住町

事務局

本
会
広
報
紙
「
福
祉
と
や

ま
」
に
掲
載

マ
応
募
先
及
び
問
い
合
わ
せ

富
山
市
舟
橋
南
町
5
番
凶
号

富
山
県
社
会
福
祉
協
議
会

8
0
7
6
4
②
2
9
5
8
 

マ
発

表

-
ア
ユ
の
成
育
調
査
結
果

6
月
刊
日
、
県
下
で
最
初
の
ア
ユ
の

成
育
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

魚
津
市
に
は
、
早
月
川
、
角
川
、
片

目
ハ
川
や
布
施
川
の
清
流
4
河
川
が
あ
る

こ
と
も
あ
っ
て
、
市
民
の
ア
ユ
に
対
す

る
興
味
は
特
に
強
い
よ
う
で
す
。
県
の

ア
ユ
釣
許
可
証
交
付
も
例
年
一

0
0
0

件
と
県
内
の
約
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

今
年
の
ア
ユ
の
成
育
状
況
は
、
豪
雪

の
影
響
で
雪
ど
け
水
が
多
く
、
例
年
に

比
べ
4
1
5℃
と
低
く
、
ア
ユ
の
成
長
は

. 川女い
=， 12.8 u ま
;黍 cm平ひ
の 。均と
モ 体つ
ノ 長で
を はし
つ 、た

急 車平
安 川は
旨日 12.4平

場 一z
口 角 で

マ
発
会
日

7
月
日
日

ω午
後
6
時

マ
と
こ
ろ
魚
津
市
民
会
館

マ
期
間
昭
和
幻
年
3
月
ま
で
(月

2
回
)

マ
受
講
料
、
材
料
費
実
費
h

毎
月
約
千
円
)

マ
募
集
人
員
約
加
名

マ
申
込
み
当
日
会
場
で
受
付
け

講
習
内
容
は
、
漆
器
の
つ
く
り
方
、

選
び
方
、
手
入
れ
の
方
法
な
ど
、
多
項

目
に
わ
た
り
、
じ
っ
さ
い
に
「
花
生
」
、

「
塗
り
箸
」
、
「
お
椀
」
、
な
ど
実
技
指
導
の

も
と
作
品
を
完
成
し
て
い
た
だ
く
予
定

で
す
。講
師
は
、
洗
足
学
園
短
大
講
師
辰
沢

速
夫
氏
、
県
工
場
試
験
場
魚
津
分
室
長

高
倉
正
行
氏
、
魚
津
漆
工
組
合
員
の
皆

さ
ん
が
あ
た
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
ま
す
。

主
催
魚
津
漆
工
組
合

共
催
魚
津
市

県
工
業
試
験
場
魚
津
分
室

-
「
暑
中
見
舞
葉
書
」
と

「
広
告
っ
き
葉
書
」
発
売

。
暑
中
見
舞
葉
書
が

7
月
1
日
発
売

さ
れ
ま
す
。今
年
の
意
匠
は
「
ぴ
わ
」
と

「
め
だ
か
」
の
二
種
類
で
料
額
印
面
は

「
線
香
花
火
」
と
夏
ら
し
い
涼
感
あ
ふ

れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
暑
中
見

舞
や
近
況
報
告
に
是
非
ご
利
用
く
だ
さ

ま
た
7
月
7
日
か
ら
新
し
い
商
品
と

固定資産税第2期

国民健康保険税第1期

納期限は

7月31日です。

早事鋭機刻dtドL甜し
て
「
広
告
っ
き
葉
書
」
が
発
売
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
H

ス
ポ
ン

サ
ー
っ
き
葉
書
。
で
、
販
売
価
格
は
、

一
枚
三
十
五
円
と
、
普
通
の
葉
書
よ
り

五
円
安
く
、
大
変
お
得
に
な
っ
て
い
ま

す
。
広
告
は
、
葉
書
の
表
面
下
部
三
分

の
一
以
内
に
ス
マ
ー
ト
に
印
刷
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
魚
津
郵
便
局
郵

便
課
(
宮
②
0
3
0
0
)
ま
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

-
相
手
の
声
が
大
き
く
聞
こ
え
る

便
利
な
電
話
「
め
い
り
ょ
う
」

普
通
の
電
話
の
音
で
は
き
き
と
り
に

く
い
方
や
、
も
う
少
し
大
き
い
音
声
で

電
話
を
聞
き
た
い
と
い
う
方
の
た
め
の

電
話
機
で
す
。

-
音
量
は
簡
単
な
操
作
で
最
大
同
倍
ま

で
大
き
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
0

・
セ
ッ
ト
ボ
タ
ン
を
押
さ
な
け
れ
ば
、

音
量
は
普
通
の
電
話
機
と
変
わ
り
ま

せ
ん
。

-
月
づ
き
一
七

O
円
で
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
0

・
片
手
で
操
作
で
き
ま
す
。

魚
津
電
報
電
話
局
包
②
1
0
0
0

。ゎ
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新水族館展示コーナ一紹介 ⑧ 

波
の
コ

ナ

ジ
ャ
ン
グ
ル
の
亜
熱
帯
の
淡
水
魚
コ

ー
ナ
ー
に
続
い
て
、
波
が
寄
せ
て
く
る

コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
。

こ
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
は
海
へ
の
導
入

を
試
み
た
も
の
で
、
波
打
ち
ぎ
わ
の
海

岸
造
形
の
中
に
大
型
水
槽
で
組
み
合
わ

さ
れ
、
人
工
造
波
機
を
使
っ
て
三
分
間

ご
と
に
波
が
寄
せ
て
く
る
仕
組
に
な
っ

て
い
る
。
ど
の
水
族
館
に
も
な
い
特
異

な
水
槽
構
成
で
あ
る
。

こ
の
大
型
水
槽
に
は
四

O
種
、
約
六

O
O尾
の
磯
生
物
が
一
緒
に
生
活
し
て

い
る
。
ウ
ニ
や
ヒ
ト
デ
が
岩
場
に
す
み

つ
き
、
イ
ソ
エ
ビ
の
仲
間
や
イ
シ
ガ
ニ
、

ヤ
ド
カ
リ
等
も
思
い
思
い
に
す
み
家
を

き
め
て
い
る
。
テ
ン
グ
ニ
シ
や
ミ
ガ
キ

ボ
ラ
、
コ
ナ
ガ
ニ
シ
、
ク
ボ
ガ
イ
等
の

員
は
岩
の
上
や
底
の
方
を
ゆ
っ
く
り
動

い
て
い
る
。
ま
た
、
磯
魚
の
ド
ロ
メ
、

ハ
ゼ
、
ク
ジ
メ
、
イ
シ
ダ
イ
、
フ
グ
、

ク
ロ
ダ
イ
、
マ
ダ
イ
、
シ
マ
イ
サ
キ
、

ア
ミ
メ
ハ
ギ
、
カ
レ
イ
、
ベ
ラ
等
の
幼

魚
た
ち
が
打
ち
寄
せ
る
波
の
中
で
群
に

な
っ
て
泳
い
だ
り
、
岩
場
に
総
張
り
を

作
っ
た
り
、
産
卵
期
近
い
ネ
ズ
ミ
ゴ
チ

の
雌
雄
が
体
を
寄
せ
あ
っ
て
泳
い
だ
り

し
て
い
る
。
打
ち
寄
せ
る
波
を
と
お
し

て
多
く
の
磯
魚
や
磯
動
物
た
ち
が
自
然

に
近
い
磯
の
生
態
を
く
り
広
げ
て
い
る

様
子
が
つ
ぶ
さ
に
見
ら
れ
、
海
水
浴
や

魚
釣
り
、
舟
遊
び
等
で
四
季
を
通
じ
て

楽
し
ん
だ
磯
や
浜
辺
を
身
近
に
感
じ
さ

せ
た
り
、
思
い
浮
べ
た
り
さ
え
し
て
く

れ
る
コ
ー
ナ
ー
で
あ
る
。

-
広
報
7
月
号
を
お
と
ど
け

し
ま
す
。
も
う
す
ぐ
夏
休
み
。

子
供
が
家
に
い
る
と
食
事
の

用
意
が
た
い
へ
ん
、
と
い
う

お
母
さ
ん
の
た
め
息
が
聞
こ

え
ま
す
が
、
こ
の
時
期
こ
そ
、
よ
い
食

習
慣
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

-
食
事

は
な
ん
と
い
っ
て
も
カ
ロ
リ
ー
と
栄
養

の
バ
ラ
ン
ス
が
基
本
に
な
り
ま
す
。
成

人
病
の
下
地
と
な
る
動
脈
硬
化
は
長
い

間
に
ゆ
っ
く
り
進
行
し
ま
す
。
大
人
に

な
っ
て
か
ら
予
防
で
は
お
そ
す
ぎ
ま
す
。

子
供
の
好
き
な
即
席
め
ん
や
ス
ナ
ッ
ク

菓
子
は
量
が
す
ぎ
る
と
カ
ロ
リ
ー
は
十

分
で
も
た
ん
ぱ
く
質
や
ビ
タ
ミ
ン
が
不

(18) 

編集予
足
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

-
砂
糖
は

意
識
し
て
減
ら
す
よ
う
に
し
、
食
塩
は

一
日
目
グ
ラ
ム
以
下
に
し
ま
す
。
砂
糖

や
塩
気
を
ひ
か
え
た
う
す
味
で
お
い
し

い
H

お
ふ
く
ろ
の
味
。
が
大
人
に
な
っ
た

と
き
の
食
生
活
の
土
台
と
な
る
の
で
す
。

印刷/魚津印刷株式会社

EZ彊圏富田

編集/企画広報室

200.75k附
7.9km 

13，156 

23，997人
25，988人
49，985人

(5月末現在)

市の面積

海岸線

世帯数

人口(男)

(女)

計


